
第 5節 後期旧石器時代の調査

B区の調査

遺構は､磯群を1基検出したのみであった｡その

磯群中の接合資料 1を構成する7点は､Ⅵ a層～Ⅶ

層にまたがっている｡また､出土したナイフ形石器

及び角錐状石器の殆ど (約90%)は､Ⅵ a層～ⅦIa

層中で出土している｡さらに､第81図にあるように

接合資料 1以外の剥片 ･赤化磯 ･磯の接合状況をみ

た場合､Ⅵ層～ⅦIa層の違 う包含層間で接合してい

るものも多く見られる｡そこで､Ⅵ層～Ⅷ a層まで

を一枚の文化層として考えることにした｡遺物はA

Tの堆積は明瞭でないものの､その形状よりATよ

り卜位のものと推察される｡取り卜げた石器剥片類

は91点で､その組成はナイフ形石器11点､角錐状石

器14点､剥片60点､石核 5点､垂飾 1点で構成され

ている｡製品類は､角錐状石器とナイフ形石器で占

められ､それらほとんどは調査区の北西部の磯群を

中心とした約10mの範囲で出土している (第79図)｡

また､本遺跡において認定した唯一の接合資料も磯

群を中心として展開している (第86図)｡また石器

剥片類を石材別に見ると､遠隔地産系の石材が50.5

%を占めている (第88図)｡これは地元産系 (ホル

ンフェルス ･頁岩等)の石材利用率を上回っている｡

これは､取り上げた磯全体 (赤化 していない磯 ･赤

化磯)485点が､地元産系である砂岩 (45.2%)､ホ

ルンフェルス (42.3%)､尾鈴酸性岩 (7.2%)で

94.7%を占めていることと比較した場合､かなり特

徴的なことと言える｡更に黒曜石の出土は､5点に

とどまっているが､ナイフ形石器と剥片にしか見ら

れず､その産地は､南九州系の桑ノ木津留､日東､

そして北九州系の腰岳に限定されている (第88図)｡

遺 構

SI1

SIlは､L13グリッド北西部に位置し､Ⅶ層下

部で検出した｡径約250cmX約190cmの範囲に展開し

ている｡磯群は42点で構成され､ほとんどが赤変し

ているが､炭化物等は確認されていない｡掘 り込み

はない｡その中に石核 1点､剥片4点が含まれてい

る｡使用されている磯37点の石材は､砂岩 (37.8%)､

尾鈴酸性岩 (35.1%)､ホルンフェルス (27.0%)

であり､ほぼ三分の一ずつを占めている｡さらに赤

化しているものとそうでないものとを区別した場合

には､赤化磯には､砂岩と尾鈴酸性岩が主に用いら

れ､赤化していない磯は､60%がホルンフェルスで

ある (第88図)｡また4.5kgの巨磯が赤化磯群の縁辺

に位置している (第86図)｡石器剥片類 5点は､流紋

岩の 1点を除いて､一つの石核を中心とした接合資

料で､地元産系のホルンフェルスが用いられている｡

遺 物

接合資料 1 (第96図46-52)

剥離作業工程は､概ね3段階に分かれる｡まず､

最初に原僕の側辺部の傑面部分の残る部分を除去す

るために荒割 りが行われる｡その過程で(46-47)の

剥離が行われている｡次に平坦部を作るために､

(48-50)､49が剥離されている｡この平坦面を打面

として剥片剥離が行われ､その過程で51が作出され､

最終的に52が残った｡
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B区礁群内石器剥片類石材構成比

B区磯群内株全般石村構成比

赤化棟

第82図 B区 後期旧石器時代 棟群内器種別石材構成グラフ (個数比)
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ナイフ形石器

チャ_ト 剥片

第88図 B区 後期旧石器時代全体器種別石材構成グラフ (個数比)
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ナイフ形石器 (第98図53-63)

53は､国府型ナイフ形石器である｡54･55･57は

-側縁加工ナイフ形石器であるが､57は先端部､基

部が欠損している｡56は基部端部に一辺を有し舌状

を呈しており､かつ基部に丁寧な加工が部分的に施

され､刃部は素材剥片の形状をそのまま生かしてい

る｡58-63は二側縁加工である｡58･62は先端部か

ら基部までほぼ連続的に調整剥離がなされているが､

58の左側縁部には欠損が見られる｡59は胴部下部か

ら基部にかけて欠損しており､右側縁の先端は､調

整が施されていない｡60は素材の縁辺である刃部を

残 して､両側縁とも調整されているが､やや風化 し

ている｡63は柳巣形で､桑ノ木津留産の黒曜石製ナ

イフ形石器である｡左側縁の 卜端部を刃部として残

し､右側縁を刃潰しして作っている｡

角錐状石器 (第98･99図64-76)

64は断面が台形で､縁辺は鋸歯状である｡65は胴

部から先端部にかけて欠損しているが､基部は有茎

である｡66は先端部が欠損しており断面形は台形で

あるが､左側面は調整剥離が行われていない｡67は

先端部 ･基部が欠損している｡左側面は､ほとんど

調整剥離がなされておらず､側辺部に微細剥離がい

くらか見える｡68は先端部の一部である｡右側面に

調整剥離が見られる｡69･72は先端部で､断面形は

台形である｡二面とも調整が施されている｡70は胴

部から先端部にかけて欠損しているが基部は有茎で､

右側面にしか調整剥離が見られない｡71は先端部で

あるが､右側面にしか調整剥離が見られない｡73は

平面形が､長軸を底辺とした二等辺三角形の形状を

示している｡先端部が尖っており､断面形は台形で

ある｡二面とも調整が施されている｡74は素材の縁

辺からなる刃部を左側縁の先端部に残している｡75

は､二面とも調整剥離がなされているが､左側面の

縁辺には裏面より丁寧な微細剥離が施されている｡

剥片 (第99-103図77-125､第105図126)

77は両側縁に微細調整が施され､石器を作ろうと

した形跡が見られる｡78は右側縁に僅かに加工しよ

うとした形跡があるが､加工途中で遺棄されたので

あろうか｡79は収飲する二面に加工した跡が見られ

る｡88は下部に調整が行われ錐部を作出しようとし

たのであろうか｡95は両側縁から稜の部分に向けて

調整剥離が見られる｡102･106･119は縦長剥片で

あるが､102には磯面が残されている｡118は､打面

が作出され､意図的に剥ぎ取られた素材剥片である

が､左側面には磯面がそのまま残されている｡また､

右側縁にわずかに調整したあとが見られる｡119は､

調整剥片で､右側縁下部に調整したあとが見られる｡

石核 (第103-105図127-130)

127も128も円盤状の石核で､磯を素材として､最

終的には小さな剥片を打面にあたる周囲部からも剥

離 している｡129は､一方向からの連続的な剥離に

よって刃部が作られ､石核石器としての使用が考え

られると同時に､蔽石としての使用も考えられる複

合石器である｡

垂飾 (第103図131)

Ⅵa層より貝製の垂飾の一部と思われる遺物が出

土した｡Ⅴ層との境界付近であり､上層からの流れ

込みの可能性も十分考えられる｡
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⊂ここ二つ
第100図 後期旧石器時代石器実測図(4)(S-2/3)
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第104図 後期旧石器時代石器実測図(8)(S-2/3)
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192412341 47582580

-92406534 47573876
-92402305 47584 172

-92403634 47583828
-92401032 47584414
-92ノ107285 ノ17578ノ193

-92406494 47576752

-92405194 47584817

-92400884 47592551
-92409836 47586 139

-92405958 47571052
-92406505 47577994

-92404822 47588600

-92409041 47578928
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流紋岩
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流紋岩
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珪質頁岩
黒曜石 (桑ノ木津留)
流紋岩
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ホルンフェンス
流紋岩
流紋岩

流紋岩
流紋岩
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流紋岩
ホ/レンフェンス

流紋岩
珪質頁岩
珪質貢岩
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ホ/レンフェンス
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流紋岩
流紋岩
黒曜石 (日東)
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ホ/レンフェンス
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-92413594 47605885
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-92403207 47579317
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石 -92422873 47601742
石 -92418651 47575920

石 -92405014 47574721
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石 -92395955 47577754
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第Ⅴ章 自然科学分析

第 1節 湯牟田遺跡のテフラ分析

1.日 的

湯牟田遺跡において土層や遺物などの層位や年代

を明らかにするために､地質調査､火山ガラス比分

析､さらに屈折率測定を行い､指標テフラの検出同

定を試みることになった｡調査分析の対象となった

地点は､標準土層断面およびM-12グリッドの2地点

である｡

2.標準土層断面における土層層序

標準土層断面では､下位より黄灰色土 (層厚22cm

以上)､マンガン粒子混じり黄灰色土 (層厚 2cm)､

黒褐色マンガン層 (層厚0.3cm,以上Ⅸ層)､褐色土

(層厚27cm,ⅧF層)､褐色土 (層厚13cm,ⅧE層)､

黄白色土 (層厚 6cm,ⅧD層)､灰色土 (層厚13cm,

ⅧC層)､褐色土 (層厚10cm,ⅧB層)､灰色がかった

褐色土 (層厚18cm,ⅧA層)､灰褐色土 (層厚15cm,

ⅥⅠ層)､若干色調が暗い灰褐色土 (層厚13cm,Ⅵb層)､

灰色石質岩片混じり暗灰褐色土 (層厚11cm,石質岩

片の最大径 2mm,Ⅵa層)､黒灰色土 (層厚12cm,Ⅴ

層)､黒色土 (層厚 5cm,Ⅳ層)､褐色火山豆石や黄

檀色軽石を含む黒灰色土 (層厚 5cm,火山豆石の最

大径 2mm,軽石の最大径 3mm)､樺色細粒火山灰層

(層厚 6cm,以上Ⅲ層)が認められる (図 1)0

これらのうち､最上位のⅢ層上部の檀色細粒火山

灰層､その層相から約6,300年前*1に鬼界カルデラ

から噴出した鬼界アカホヤ火山灰 (冗-Ah,町田 ･新

井,1978)に同定される｡またⅢ層下部に認められ

る火山豆石や軽石も､冗-Ah (下部)に由来するもの

である｡

3.火山ガラス比分析

(1) 分析試料と分析方法

標準土層断面において､基本的に厚さ5cmごとに

設定された試料のうち､13点を対象に火山ガラス比

分析を行い､火山ガラスで特徴づけられるテフラの

降灰層準の把握を試みた｡

(2) 分析結果

標準土層断面における火山ガラス比ダイヤグラム

を､図2に示す｡また火山ガラス比分析結果の内訳

を､表 1に示す｡分析で検出された火山ガラスの量

は､さほど多くない｡火山ガラスが検出された試料

は､試料25､試料 9､試料 7､試料 5､試料 3の5

試料である｡これらのうち､試料25､試料 7､試料

5では､分厚い中間型ガラスがごく少量含まれてい

る (0.4-0.8%)｡また試料 9には､中間型ガラス

(0.4%)の他に無色透明のバブル型ガラス (0.4%)

が含まれている｡さらに試料 3では､無色透明のバ

ブル型ガラス (0.4%) と淡褐色のバブル型ガラス

(0.4%)が認められる｡

4.屈折率測定

(1) 測定試料と測定方法

標準土層断面のうち､テフラの可能性が考えられ

ていたⅥⅡF層 (試料29)およびⅥⅡC層 (試料23)､ま

た土層断面の観察によりテフラ粒子の混入が認めら

れた試料 7､さらにM-12グリッドで軽石が認められ

黒灰色土 (試料 1)の4点について､テフラ粒子の

屈折率の測定を行った｡

(2) 測定結果

屈折率の測定結果を表 2に示す｡標準土層断面の

試料29には､重鉱物として角閃石や斜方輝石が含ま

れている｡斜方輝石 (γ)と角閃石 (n2)の屈折率

は､各々1.699-1.701と1.685-1.688である｡試料23

にも､重鉱物として角閃石や斜方輝石が含まれてい

る｡斜方輝石 (γ)と角閃石 (n2)の屈折率は､各々

1.699-1.701と1.686-1.687である｡試料 7には､重

鉱物として､斜方輝石のほか､角閃石や単斜輝石が

含まれている｡斜方輝石 (γ) と角閃石 (n2)の屈

折率は､各々1.705-1.707と1.686-1.688である｡

M-12グリッドの試料 1にも､重鉱物として､斜方

輝石のほか､単斜輝石や角閃石が含まれている｡斜

方輝石 (γ)と角閃石 (n2)の屈折率は､各々1.70

5-1.707と1.686-1.688である｡
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5.考 察

標準土層断面の試料29や試料23に含まれるテフラ

粒子は､重鉱物の組合せや､斜方輝石や角閃石の屈

折率などから､約8.4-8.9万年前に阿蘇カルデラか

ら噴出した阿蘇 4テフラ (As°-4,小野ほか,

1977,町田ほか,1985,町田 ･新井,1992,Machld

a,1999)に由来すると考えられる｡より下位の土

層に含まれるテフラ粒子の屈折率などの分析を行っ

ていないことから断定はできないが､このことはⅧ

層をAs0-4とする考えを支持しているように思われ

る｡

標準土層断面の試料 7付近に降灰層準があると推

定されるテフラおよびM-12グリッドの試料 1に含ま

れるテフラは､重鉱物の組合せや斜方輝石の屈折率

などから､約1.4-1.6万年前*1に霧島火山から噴出

した霧島小林軽石 (Kr-Kb,伊田ほか,1956,町田･

新井,1992,早田,1997)と考えられる｡なお､こ

れらの試料に含まれる角閃石は､その屈折率からAs

0-4に由来すると考えられる｡

標準土層の試料 9にごくわずかに含まれる無色透

明のバブル型ガラスについては､その特徴から､約

2.4-2.5万年前*1に姶良カルデラから噴出した姶

良Tn火山灰 (AT,町田 ･新井,1976,1992,松本ほ

か,1987,村山ほか,1993,池田ほか,1995)に由

来する可能性が高い｡ しかしながら木来なら分析地

点にも堆積 したATは､何らかの浸食作用を受けてお

り､その堆積層準を室内分析によって明確に把握す

ることは難しくなっている｡

6.小 結

湯牟田遺跡において地質調査を行って土層層序を

記載するとともに､火山ガラス比分析と屈折率測定

を行った｡その結果､鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah,

約6,300年前*1)のほか､阿蘇4テフラ (As°-4,8.

4-8.9万年前)､姶良Tn火山灰 (AT,約2.4-2.5万

年前*1)､霧島小林軽石 (Kr-Kb,約1.4-1.6万年

前*1)などに由来するテフラを検出することがで

きた｡

*1 放射性炭素 (14C)年代｡
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試 料 bw (cl) bw (pb) bw (br) md pm (sp) pm (fb) その他 合 計

3 1

5 2

7 0

9 1

13 0

15 0

19 0

21 0

23 0

25 0

29 0

32 0

35 0

1 0 0

0 0 0

0 0 1

0 0 248 250

0 0 248 250

0 0 249 250

0 1 0 0 0 248 250

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

250 250

250 250

250 250

250 250

250 250

249 250

250 250

250 250

250 250

数字は粒子数.bw:バブル型,md:中間型,pm:軽石型,cl:透明,pb:淡褐色,br:褐色,sp:スポンジ状,fb:繊維束状

第 5表 標準土層断面の火山ガラス比分析結果

地 点 試 料 重 鉱 物 斜方輝石 (γ) 角 閃 石 (n2)

標 準 土層 断面 7 opx>ho,cpx 1.705-1.707 1.686-1.688

標 準 土層 断面 23 ho>opx

標 準 土層 断面 29 ho>opx

帆-12グ リ ッ ド l opx>cpx,ho

1.699-1.701 1.686-1.687

1.699-1.701 1.685-1.688

1.705-1.707 1.686-1.688

屈折率の測定は,温度-定型屈折率測定法 (新井,1972,1993)による,

( )は,modalrangeを示す,op又:斜方輝石,cpx.単斜輝石,ho:角閃石

重鉱物の ( )は,量が少ないことを示す.

第 6表 屈折率測定結果
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第106図 標準土層断面の土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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旺コ バブル型 (淡褐色)

匪園 バブル型 (褐色)

巨∃ 中間型

囚 軽石型 (スポンジ状)

∈∃ 軽石型 (繊維来状)

第107図 標準土層断面の火山ガラス比ダイヤグラム



第 2節 湯牟田遺跡における植物珪

酸体分析

1.日 的

本遺跡で試料を採取し植物珪酸体分析を行 うこと

により､当時の遺跡周辺の環境を知ることができる

ものと考え自然科学分析を実施した｡分析試料は､

T-41､∫-11､M-12グリッドの3地点から採取された

計35点である｡試料採取箇所を分析結果の柱状図に

示す｡

2 分析結果

(1) 分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以

下のとおりである｡これらの分類群について定量を

行い､その結果を表 1および図1-図3に示した｡

主要な分類群について顕微鏡写真を示す｡

〔イネ科〕

イネ､キビ族型､ヨシ属､ススキ属型 (おもにス

スキ属)､ウシクサ族A (チガヤ属など)､ウシクサ

族B (大型)､シバ属､Bタイプ､Cタイプ

〔イネ科一夕ケ亜科〕

メダケ節型 (メダケ属メダケ節 ･リュウキュウチ

ク節､ヤダケ属)､ネザサ節型 (おもにメダケ属ネ

ザサ節)､クマザサ属型 (チシマザサ節やチマキザ

サ節など)､ミヤコザサ節型 (おもにクマザサ属 ミ

ヤコザサ節)､未分類等

〔イネ科-その他〕

表皮毛起源､棒状珪酸体 (おもに結合組織細胞由

莱)､茎部起源､未分類等

〔樹 木〕

その他

(2) 植物珪酸体の検出状況

1)T-41

K-Ah直下層 (試料10)から硬化帯の上層 (試料 1)

までの層準について分析を行った｡その結果､K-Ah

直下層 (試料10)では､メダケ節型やネザサ節型が

多量に検出され､クマザサ属型やミヤコザサ節型も

比較的多く検出された｡また､キビ族型､ススキ属

型､ウシクサ族A､シバ属なども検出された｡K-Ah

直上層 (試料 9)ではネザサ節型が大幅に増加 して

いる｡道路状遺構硬化面 (試料11)およびその上層

(試料8)から硬化帯の上層 (試料 1)にかけても､

おおむね同様の結果である｡おもな分類群の推定生

産量によると､全体的にメダケ節型およびネザサ節

型が卓越していることが分かる｡

2)辛ll

K-Ahの下層 (試料 9)から現表土 (試料 1)まで

の層準について分析を行った｡その結果､K-Ahの下

層 (試料8､ 9)およびK-Ah直下層 (試料 7)では､

メダケ節型やネザサ節型が多量に検出され､クマザ

サ属型やミヤコザサ節型も比較的多く検出された｡

また､ススキ属型､ウシクサ族A､ウシクサ族型B

なども検出された｡K-Ah層では､メダケ節型やネザ

サ節型などが検出されたが､いずれも比較的少量で

ある｡冗-Ah直上層 (試料 5)ではメダケ節型やネザ

サ節型が多量に検出され､ススキ属型､ウシクサ族

A､クマザサ属型､ミヤコザサ節型なども検出され

た｡現表土層 (試料 1)にかけても､おおむね同様

の結果であり､試料 1ではイネが検出された｡イネ

の密度は1,400個/gと比較的低い値であり､稲作

跡の検証や探査を行 う場合の判断基準としている5,

000個/gを下回っている｡おもな分類群の推定生

産量によると､全体的にメダケ節型およびネザサ節

型が卓越していることが分かる｡

3)M-12

Ⅸ層 (試料19)からK-Ah層 (試料 1)までの層準

について分析を行った｡その結果､Ⅸ層 (試料19)

およびⅧF層 (試料17､18)では､植物珪酸体がまっ

たく検出されなかった｡ⅧE層ではウシクサ族Aや

ミヤコザサ節型などが検出されたが､いずれも少量

である｡ⅧC層 (試料14)からⅦ層 (試料 9)にか

けては､ミヤコザサ節型がしだいに増加 しており､

イネ科Bタイプ､イネ科Cタイプ､メダケ節型､ネ

ザサ節型､クマザサ属型なども出現している｡Ⅵb

層 (試料 8)からⅥa層 (試料 6)にかけては､ウ

シクサ族Aやクマザサ属型が増加 しており､ススキ

属型も出現している｡Ⅴ層 (試料4､ 5)からK-Ah

直下層 (試料 2)にかけては､メダケ節型やネザサ

節型が大幅に増加 しており､クマザサ属型やミヤコ

ザサ節型は減少している｡
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おもな分類群の推定生産量によると､Ⅵa層より

下位ではおおむねミヤコザサ節型が優勢であり､Ⅴ

層より上位ではメダケ節型およびネザサ節型が卓越

していることが分かる｡

5.植物珪酸体分析から推定される植生 と環境

阿蘇4テフラ (As°-4,8.4-8.9万年前)層準と

されるⅧ層下部およびⅨ層の堆積当時は､テフラ堆

積の影響など何らかの原因でイネ科植物の生育には

適さない環境であったと考えられるが､Ⅷ層上部の

時期にはクマザサ属 (おもにミヤコザサ節)を主体

としてウシクサ族なども見られるイネ科植生が成立

したと推定される｡タケ亜科のうち､メダケ属ネザ

サ節は温暖､クマザサ属は寒冷の指標とされており､

メダケ率 (両者の推定生産量の比率)の変遷は､地

球規模の氷期一間氷期サイクルの変動と一致するこ

とが知られている (杉山,2001)｡また､クマザサ

属のうちミヤコザサ節は太平洋側の積雪の少ない比

較的乾燥したところに分布 している (室井,1960)｡

これらのことから､当時は積雪の少ない比較的寒冷

で乾燥した環境であったと推定される｡

Ⅶ層の堆積当時も､おおむね同様の状況であった

と考えられるが､霧島小林軽石 (Kr-Kb,約1.4-1.

6万年前)混のⅥa層にかけては､ススキ属やチガヤ

属､メダケ属 (メダケ節やネザサ節)も見られるよ

うになったと推定される｡また､Ⅴ層の時期にはメ

ダケ属 (メダケ節やネザサ節)を主体としてススキ

属やチガヤ属なども見られる草原植生に移行したと

考えられ､このようなイネ科植生は鬼界アカホヤ火

山灰 (冗-Ah,約6,300年前)直下層まで継続された

と推定される｡

これらのイネ科植物は陽当たりの悪い林床では生

育が困難であり､ススキ属やチガヤ属の草原が維持

されるためには定期的な刈 り取りや火入れ (焼き払

い)が必要である (近藤,1995)｡ したがって､こ

のような植生変化は､後氷期における気候温暖化の

影響に加えて､森林伐採や火入れなど人間による植

生干渉の増加を示していると考えられる｡

その後､K-Ahの堆積によって当時の植生は一時的

に破壊されたと考えられるが､K-Ah直上層では比較

的早い時期にネザサ節を主体としてススキ属やチガ

ヤ属なども見られるイネ科植生が成立したと推定さ

れる｡また､冗-Ahの上層から現表土にかけては､メ

ダケ属 (メダケ節やネザサ節)を主体としてススキ

属やチガヤ属､シバ属なども見られる草原植生が継

続されたと考えられ､現表土層では周辺で稲作が行

われていたと推定される｡

九州南部の沿岸部では､約7,500年前までにはシ

イ属を主体とした照葉樹林が成立していたと考えら

れているが (杉山,1999)､本遺跡では現表土に至

るまで照葉樹林の存在が認められなかった｡このこ

との原因として､火入れなどの人為的な要因をはじ

め､地形､地質的な要因なども考えられる｡今後､

周辺地域で同様の検討を行 うことにより､照果樹林

の存在や分布拡大の様相が解明されるものと期待さ

れる｡

T-41では､K-Ah直上で道路状遺構硬化面､その上

位層で黒色土の硬化帯が認められた｡これらの硬化

面や硬化帯における分析結果は､その上下層と植物

珪酸体組成や量にとくに差異が認められないことか

ら､これらの土壌は他所からが持ち込まれたもので

はなく､当時の周辺の土壌が何らかの方法で固めら

れて形成された可能性が考えられる｡
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検出密度 (単位 ×100個/ 蛋)

Ml2
一 一 三 ● l ● ; ■

イネ科 Gramineae(Grasses)イネ oryzasativa(dornesticrjce)キビ族型 paniceaetype 7 7 13 13
ヨシ族 phragmites (reed)
ススキ族型 Miscanthustype

ウシクサ族A AndropogoneaeAtypeウシクサ族B AndropogoneaeBtype 7 7 7
26 6 13 31 7

Bタイプ BtypeC一夕ーイ_プ___...____Cー£y11e.___ 6 13 6 7

タケ亜科 Bambusoideae(Bamboo)メダケ節型 Pleiovlastussect.Medake
ネザサ節型 pleiovlastussect,Nezasa
クマザサ族型 SaSa(eXCePtMiyakozaSa)
ミヤコザサ節型 Sasasect.Miyakozasa
兼分類等 others

その他のイネ科 others表皮毛起源 IJluSkhair orlgln

棒状珪酸体 Rod-shaped茎部起源 Stem orjgjn

兼分頬等 Others

樹木起源 Arborea1 7

おもな分類群の推定生産量 (単位 kE/m2･cm)

イネ oryzasativa(domesticrice)ヨシ族 phragmites(reed)ススキ族型 Miscanthustype

メダケ節型 Pleioblastussect,Medakeネザサ節型 pleioVlastussect Nezasa 1024 399 237 243 274 2.13 037 1.48 081 061 051 0Il o41 024 024 0.07
クマザサ族型 saSa(eXCePtMiyakozaSa) 037 036 048 0.99 126 061 026 1

タケ亜科の比率 (%)

メダケ節型 pleioblastussect.Medake
ネザサ節型 pleiovlastussect,NezaSa
クマザサ族型 SaSa(eXCePtMiyakozaSa)

第7表 M12グリッド植物珪酸体分析結果

検出密度 (単位 ×100個/ g)

T4l Jl1
■ = ● l - ■ = ●

イネ oryzasatiVa(domesticric 7 7 20 7 7 15 14
e) .ごJ 14 14 14 14

キヒ族型 PanlCeaetyPeヨシ族 phragmites(reed) 7
ススキ族型 Miscanthustype
ウシクサ族A AndropogoneaeAtype 7 6 7 7 14 7 14 22 7 7

ウシクサ族B AndropogoneaeBtypeシバ族 ZoisiaBタイプ Btye 21 19 7 7 7 7 15

Cタイプ ctypeタケ亜科 Bambusoideae(Bamboo)
メダケ節型 Pleiovlastussect,Medake
ネザサ節型 pleioVlastussect.Nezasa
クマザサ族型 SaSa(eXCePtMiyakozaSa)
ミヤコザサ節型 Sasasect.Miyakozasa
未分頬等 Othersその他のイネ科Others表皮毛起源 IJluSk hairorlgln 7 13 7 21 7 7 7 7 8 7 14
棒状珪酸体 Rod-shaped
茎部起源 Stemorlgln 7 14 7

樹木起源 Arborea1その他 others

(海綿骨針) sponge 6

植物珪酸体総数 Tota1

おもな分類群の推定生産虫 (単位 kg/m2･cIn)

イネ oryzasatiVa(domeSticrjce)ヨシ族 phragmites(reed)ススキ族型 Miscanthustypeメダケ節型 Pleioblastussect,Medakeネザサ節型 pleiovlaStuSSeCt,NezaSaクマザサ族型 Sasa(exceptMiyakozasa)ミヤコザサ節型 saSaSeCt,MiyakozaSa 0.42 0.45

2.70 5
3.22 4
0.37 0
0.11 0

タケ亜科の比率 (%)

メダケ節型 PleioblaStuSSeCt,Medake
ネザサ節型 pleioVlastussect.Nezasa
クマザサ族型 sa5a(eXCePtMiyakoza5a) 1 3 2 5 4 13 2

第8表 T41･Jllグリッド植物珪酸体分析結果
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第Ⅵ章 ま と め

湯牟田遺跡の一次調査では､後期旧石器時代～近

代までの遺構や遺物が確認されたが､調査を進める

中で､この場所が､生活の拠点や何かを生産するた

めの拠点ではないが､狩猟や通行のための場として

重要な働きをしていたのではないかと推定するに至っ

た｡以下､各時代ごとに述べていきたいと思う｡

後期旧石器時代

AT上位と想定される石器剥片類のうち､製品で

は角錐状石器とナイフ形石器が高い割合を占め､そ

れらはB区調査区の北西部の磯群を中心とした10m

の範囲に集中していた｡また､接合資料も磯群を中

心として展開していたことは興味深い｡製品､磯群､

接合資料の3つが狭い場所に共伴していることは､

特徴的である｡

また､利用石材については､石器剥片類では､遠

隔地産系の石材が半分を占めており､地元産系の石

材をわずかに上回っている｡更に出土した黒曜石は､

5点にとどまっているが､ナイフ形石器と剥片にし

か見られず､その産地は､南九州産系 (桑ノ木津留 ･

日東)と北九州産系 (腰岳)に限定されている｡ま

た磯群内における赤化磯は､砂岩 と尾鈴酸性岩であ

るのに対して､磯群内の石器剥片類は､流紋岩の 1

点を除いて､石核を中心とした接合資料で､地元産

系のホルンフェルスが用いられていることは､注目

すべきである｡

以上のことから､遠隔地産の石材で作られた製品

または未完成の石器を所持した人々がこの地を訪れ

た可能性を考える｡そして近場にある砂岩や尾鈴酸

性岩を集めてきて調理施設を作ったのではないだろ

うか｡同時に､この施設を取り囲んで､持ち込んだ

未完成の石器や地元産のホルンフェルスを中心とし

た石材を使って､不足した石器の製作を行ったとい

うような状況が考えられる｡

縄文時代 (草創期～早期)

遺構は､全く検出できなかった｡取り上げた石器

剥片類は25点のうち6点に黒曜石が使用されていた｡

また､石器剥片類全体における石材ごとの割合は､

黒曜石 (40%)､チャー ト (12%)､流紋岩 (12%)

などの遠隔地産系だけで64%を占めており､旧石器

時代に比べて遠隔地系産の石材の占める割合が増え

ている｡さらに黒曜石については東九州系の姫島産

が加わり､利用石材の範囲が広くなっているのが特

徴的である｡一方､地元産のホルンフェルスは､引

き続き石器製作にも使われており､頁岩や砂岩も石

錐や台石に使用されている｡

このことから､当時の人々と他の地域の人々との

交流が､時代が 卜るにつれ､より活発に行われ､そ

のエリアも拡大していったことが推察される｡おそ

らく､石器の製作について､目的とする石器に最適

な石材を知 り､地元産にこだわらず､他地域から積

極的に運んできたのではないかということも考えら

れる｡

古代以降

本遺跡では､古代以降と考えられる道路状遺構が､

複雑に切 り合って10条検出されたが､その大半は概

ね東南東から西北西に向けて､なだらかに下ってい

る｡それらの道路状遺構の形態はかなり違っており､

その切 り合い関係から､道路状遺構の変遷を追うこ

とができる｡

あえてグループ分けを行い､構築 ･使用された順

番を推定し､古いほうから記述すれば次のとおりで

ある｡

《4つのグループ》

グループ1 掘 り込みを伴った道路状遺構

(sG l･SG2 ･SG3 ･SG4)

グループ2 掘 り込みを伴った道路状遺構

(sG5･SG6 ･SG 7)

グループ3 側溝を伴った道路状遺構

(sG8 ･SG9)

グループ4 路面のみの道路状遺構

(SGIO)
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《道路状遺構構築の順序》

グループ1 グループ2

l〒

▼

~~~~~~~~~~~~~l
トi十

喜[二享亘‖

一 時間の経過

- 同一時期の可能性

グループ1とグループ2の前後関係は不明である｡グループ

1とグループ2の道路状遺構が同一時期に存在 していた可能件

も考えられる｡

このように湯牟田遺跡の道路状遺構は基本的に(1)

側溝なしの道路と(2)両側側溝付の道路の二タイプし

か存在 していないが､切 りとおしにしたり､補修を

行ったり､過去に存在した道路を再利用したりして

道路を通すために様々な工夫を凝らしていることが

明らかになった｡

道路状遺構の構築の時期については､遺構の性格

上明確にすることは難 しいが､SG7の床直より古

墳時代後期 (6世紀の後半)の須恵器片が出土して

いることは注目すべきである｡また､一方では以下

のような様々な不明な点も明らかになり､今後の課

題として次の2点があげられる｡

(1) 側溝なし道路状遺構に見られる波板状凹凸

面に関する諸問題の解明

(2) 湯牟田遺跡における道路状遺構の果たした

役割

いずれにしても､この湯牟田の地が､長い間にわ

たって､重要な場所を結ぶ上で大切な役割を果たし

ていたということだけは確かである｡

近世末～近代

B区とC区では､形態の異なる道路状遺構が一条

ずつ検出されたが､古代以降の道路状遺構とは違い､

ともに南東から北西に走行 しており､現在の道路の

北側を並走している｡第Ⅱ章で記述した近世末と近

代の｢白髪街道｣の記述に合致するところが多く､そ

の可能性を考えたい｡しかし､SG12を近代の轍付

の道路状遺構と考えた場合､｢離合｣の問題が残る｡

この離合の問題については､古代の道路状遺構にも

当てはまることである｡この問題を根本的に解決す

るためには､二通 りしかないと考える｡即ち､道路

を拡張するか､道路をもう一条増やすかである｡今

後の課題として残 しておきたい｡また､SGllにつ

いては検出できた部分は､道路北側の一部分であり､

全体像を明らかにするには至ってはいない｡いずれ

にしても､C区付近で､湯牟田遺跡のほとんどの道

路状遺構が､近接もしくは重なっている可能性が強

く､湯牟田が古代より現在に至るまで､交通路とし

て重要な役割を果たしてきた可能性が強い｡

これまで､湯牟田遺跡を各時代ごとに概観 してき

たが､二次調査区では､弥生時代の住居群が検出さ

れており､その成果も合わせて湯牟田遺跡の全体像

が明らかになると考えられる｡

《参考文献》

･『宮崎県史』

･『日向地誌』

･『川南町史』

･都城市教育委員会 1991 ｢大岩田村ノ前遺跡発掘調査

報告書｣ 第14集

･渡部徹也｢古道について-主に官道以外の事例から-｣

『古文化談叢』第33集 1994
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第Ⅶ章 波板状凹凸面に関する一考察

道路状遺構に伴って波板状凹凸面が検出されるこ

とがあるのは､よく知られていることだが､形態は

様々で､その機能､形成過程等謎の多い付帯施設で

ある｡ここでは､湯牟田遺跡の波板状凹凸面につい

て考察を試みたい｡

第 1節 湯牟田遺跡における波板状
凹凸面で明らかになったこ
と

1 波板状凹凸面をもつ道路状遺構は､地山や硬化

層を掘 り込んで構築されている｡

2 波板状凹凸面が構成される場所は､偏りがある｡

同じ道路状遺構でも波板状凹凸面が形成される

場所とされない場所がある｡しかし､波板状凹凸

面を形成するピットは､削平 ･撹乱を除いて突然

現われるわけではない｡ピットは浅い凹みから始

まって徐々に深くなり､また徐々に浅くなってい

くという傾向がある｡また､いったんピットが現

われると､1基に終わることなく必ず連続する｡

3 ピットの間隔や基底部の軸方向の長さは､ある

区間は規則的であるが､やがて不規則になってい

く｡

明確な波板状凹凸面をもつ道路状遺構が､本遺

跡では5条あるが､ピットの心々距離は､第112

図でわかるように､ばらつきが少なく平均で64.3

cm｡60-70cmの階級値の中にほとんど入ってしま

う｡また､ピット基底部の軸方向 (縦)の長さは､

平均15.8cm｡心々距離と同様ばらつきが少ない｡

特にある程度の深さをもつピットほど規則性があ

る｡さらに基底部の直交軸方向 (横)の長さは､

おおよそ24cm～32cm､上場の長さ34cm～40cmであ

る｡

4 ピットの肩は崩れている｡

ピットの肩はなだらかな曲線をえがき､次のピッ

トに続いている｡

5 ピットの基底部には､共通することとしないこ

とがある｡

ピットの基底部は必ずしも真申が最深部になっ

ているわけではなく､最深部の位置はばらばらで

ある｡また､W形に最深部が二つ合ったりするも

のもある｡そして､基底部の形は､瓢箪形､横長

楕円形､円形などの幾つかに分類できる｡しかし､

ほとんどのピットの基底部は硬化している｡なか

には､赤褐色に地山が変色するほど硬化している

ケースがある｡

6 ピットの壁に棚のような浅い平坦部分をもって

いるものがある｡

ピットの壁にある棚は､ひとたび現われると次

のピットでも同じ方向に現われて連続するが､や

がて逆の方向に出現することもある｡

7 ピットは､硬化層に覆われている｡

あたかもピットを保護するかのように､硬化層

が覆っているのだが､断面で見ると､覆っている

硬化層の上からピットが入 り込んでいるものもあ

る｡また､波板状凹凸面検出時点で､覆っている

硬化層そのものが波板状凹凸面状を呈しているも

のがある｡

8 ピットの埋土には､特徴がある｡

ピットの埋土に何種類かの土が入っている場合､

埋土は一様に硬く締まっているが､最下部に非常

に強い填圧をうけたような横筋が走る土が入 り､

その上に川砂のようなざらざらとした土､さらに

上層にはアカホヤ混じりの土というふ うに意図的

とも取れるような土の充填が見られる｡

第 2節 波板状凹凸面に関する疑問
と仮説

このように明らかになったことは､なぜそうなる

のかという疑問に転化することができ､大別すると､

(1) ピットの形成にかかわる疑問 (1-5)

(2) ピットに入った埋土にかかわる疑問 (6-7)

となる｡(1)に関しては､東和幸氏が､これまでの諸
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氏の研究成果をまとめると同時に､波板状凹凸面の

集成がなされ､牛馬歩行痕説を展開している(1)のだ

が､(1)と(2)は､セットで捉える必用があると考える｡

なぜなら(1)と(2)には何らかの関係があると思われる

からである｡湯牟田遺跡の場合､(1)と(2)が何に起因

するのかを考えると､考えられる組み合わせは次の

とおりである｡

(∋ 人間が穴を開けて､人間が土を入れた (路床基

礎工事説 ･排水施設説)｡

② 人間が穴を開けたが､自然に埋まった (足掛け

説)｡

③ 人間以外の何かによって穴が開いたが､自然に

埋まった｡

④ 人間以外の何かによって穴が開いたが､人間が

土を入れた (牛馬歩行痕説)｡

⑤ 自然に穴が開いて､人間が土を入れた｡

⑥ 自然に穴が開いて､自然に埋まった (ポットホー

ル説)｡

※ ①と②の中間には､北郷氏や早川氏が提示

した｢枕木 ･コロ説｣も含まれるとする｡

次に湯牟田遺跡のピット群の特徴を上記の(∋～⑥

にあてはめてみると次のようなことが考えられる｡

①②の ｢人間が開けた｣について

･ ピットの基底部の形に瓢箪形や楕円形があるが､

わざわざこの形に掘るのは面倒である｡

･ 心々距離を揃えるには､ものさしに相当するも

のがいるのだが､時期差のある別の道路に穴を掘

る場合にも､間隔に決まりや慣例があって､同じ

ものさしをもっていたことになる｡また､徐々に

浅くなり､不規則に開いていくピットにも注目す

ると､人為的な所作とは考えにくい｡

⑤⑥の ｢自然に開いた｣について

･ 同一道路中の一部分であっても､自然に等間隔

でビット列が開くのは逆に不自然である｡一見､

これは矛盾 しているように思われるが､これは同

一道路状遺構中に､等間隔のビット列と不規則な

どット列が混在 していることによると思われる｡

裏を返せば､穴を開ける主体となるものが､何ら

かの影響を受けて､規則性と不規則性を作り出し

ているものと思われる｡

(塾(卦⑥の ｢自然に埋まった｣について

･ ピットに入った土及びピットを覆 う土には､そ

の入 り方に作為的な作業やある程度の規則性を感

じ取ることがきる｡

第 3節 牛馬歩行実験と実測

このような考えから､湯牟田遺跡にもっとも合致

するのは④の ｢牛馬歩行痕説｣である｡そこで､湯

牟田遺跡では ｢牛｣を使って次のような仮説に基づ

き実験を行ってみた(図版18)｡

仮説 1 ｢牛の足跡の形及び心々距離は湯牟出遺

跡のピッ トのそれ と似ているにちがい

ない｡｣

(1) 実験条件

排土を使って20mX3mX0.1mの盛土をマット

状に行い､近くの牛舎で飼われていた460kgの牛を

借 りてその上を歩かせた｡その際､飼い主に牛を牽

いてもらった｡その後､歩行痕は光波による平板実

測､特徴的な4足跡については､5/1で手測 り実

測を行った(第113･115図)｡

(2) 実験結果

･ ピットの形は､全て似ているわけではないが､

牛の足跡に瓢箪形 ･横長楕円形 ･縦長楕円形 ･

ほぼ円形が出現した (第113図)｡

･ ピット基底部の軸方向､直交軸方向の長さ共に

遺跡のピットの方がやや大きかった (第114図)｡

･ 心々距離の平均値は､牛の歩行実験による足跡

は76.4cm､遺跡のピットは64.3cmで､遺跡のピッ

トの方が狭かった (第 5表)｡

(3) 考 察

繰 り返し牛の脚が踏み入れられたと想定すれば､

ピットの基底部が大きくなるのは当然であるし､心々

距離についても荷物を背負った牛が悪路を歩くと想

定すれば､遺跡のピットの間隔の方が狭くなるのは

当然である｡第116･117図のように牛の足跡痕跡平

面図を､波板状凹凸面の断面図に重ねてみると､一

致する部分があるのは興味深い｡
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仮説 2 ｢牛は湯牟 田遺跡の波板状凹凸面に脚 を

入れて､歩 くにちがいない｡｣

(1) 実験条件

A2区のSG5･7を使って､波板状凹凸面で飼

主に綱を牽いてもらって牛を歩かせた｡

(2) 実験結果

道路状遺構を歩くのを嫌がって､遺構から逃げ出

してしまった｡何回か試みたが､結果は同じだった｡

(3) 考 察

歩くことに慣れていない牛を使ったためかと考え

た｡農耕牛か荷物を載せて歩く牛を使 うことができ

れば歩いたかもしれない｡

第4節 小 結

以上のことにより湯牟田遺跡の場合､波板状凹凸

面は牛馬等の歩行によって形成された可能性を考え

る｡｢ピットの肩くずれ｣､｢ピット基底部の硬化面｣､

｢心々距離｣､｢ピットの形｣等､ほとんどの疑問は

解決できるものと思う｡ただし､今後の研究課題と

して次のようなことが残る｡

･ 牛と馬のどちらが使用されたのか｡

『石山寺縁起絵巻』では､馬に米俵を積んで使

用している姿が見受けられるが､路面の良い状態

での使用例は馬がほとんどである｡けれども牛が

荷を積んで使われていたという記述はあっても､

歩く姿を描いたものは見かけない｡しかし､湯牟

田遺跡の場合､深さが30cmに近いようなビット列

があるのだが､そのような悪路を通るには鈍重で

も力のある牛の方が向いているような気もするの

だが｡

･ 離合はどうするのか｡

湯牟田遺跡の路面幅では､牛馬による離合は難

しい｡その一つの手立てが路面拡張であろうか｡

その結果として他遺跡に見られるような超長楕円

形のピットになっていくというのは短絡的だろう

か｡

第 5節 ピットの埋土について

牛馬によって形成されたピットは､現在の道路も

そうであるように､徐々に深くなっていく｡穴の開

いた道路は歩きにくく､危険でもある｡そこで､補

修工事を行 う必要が出てくる｡湯牟田遺跡のビット

列を断面で観察すると､浅いピットや凹みは､いっ

ぺんに土を被せて填圧 して新路面 (第 2路面)を構

築しているようである｡ しかし､新路面も使用する

うちに凹んでしまい､更なる補修を行わないうちに

第 1路面を掘り込むほどのピットが形成されてくる｡

これほど深くなってくると､何回かに分けて､しか

も填圧しながら土を充填しないと､また凹んでしま

う｡充填した後､また土を被せて填圧を行い新路両

(第3路面)が形成 されるという過程をたどってい

るようだ｡そのために､硬化層の下からピットが検

出されることになる｡ここで､興味深い疑問がまた

生じてくる｡すなわち

(1) なぜ､これほど深くなるまで放置しておいたの

か｡

(2) だれが､この手間のかかる補修工事を行ったか｡

ということである｡

自分なりの推察を加えて､今後の課題としたい｡

(1)について

現在においても､私的なものを除いて道路は ｢官｣

が作るもの､管理するものという意識が強い｡この

意識は古代よりあったのではないか｡そのため勝手

に個人が官が管理する道路に手を加えることはでき

なかったのではないだろうか｡つまり､長い間､補

修命令が出なかったか､それとも別の理由があった

のだろうか｡

(2)について

個人が勝手に補修 したのではないことを､ピット

の埋土から考える｡組織的に計画的に行われ､一つ

の工事として行われたのではないだろうか｡雑株の

ような税制の一つとして農民が駆 り出されたものだ

ろうか｡

また､ピット (Al区SG5ピットNo.3)の埋土

(6サンプル)を㈱古環境研究所で植物珪酸体分析

にかけたところ､周囲の環境が ｢聾変蒼としたメダケ ･
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ネザサの竹薮｣であったという結果を得た｡これは

地面を掘 り下げる必要性があった根拠の一つとなり

えるだろう｡

第6節 まとめ

最後に､波板状凹凸面の形成過程を第111図を使っ

て一考察として提示したい｡なおイメージ図は､厳

密に時代背景や内容を反映させたものではないこと

をお断りしたい｡

註

(1) 東和幸 ｢波板状凹凸面に関する第 3の見解｣『四国とその周

辺の考古学』犬養徹夫先生古稀記念論文集刊行会 2002

(2) 井上昌美 ･宮崎重雄 ｢ウマの蹄跡の認定について｣『白井遺

跡群一古墳時代編-』1997

《参考文献》

重永卓爾 ｢日向国における古代 ･中近世の道路状遺構 (基底部

にpltを伴 う)をめぐる諸問題｣1991

北郷泰道 ｢東大寺虹梁と日向 神話化の構造｣『えとのす』第32

号 新日本教育図書 1987

早川 泉 ｢古代道路遺構に残された圧痕｣『東京考古』第 9号

1991

近江俊英 ｢道路遺構の構造一波板状凹凸面を中心として-｣『古

代文化』第47号 1995

渡部徹也 ｢古道について- 主に官道以外の事例から｣『古文化

談叢』九州古文化研究会 第33集 1994

- 103-
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昔､ 畝牟田には､ メタケやネザサの繁茂する地域があっ 竹を切るだけでは. 根っこが突きLtlて危険である

たが､ここを通り抜けて物軒を輪送する必野性がLLlてきた｡ ため､下げて尤全に除去することにした｡

④ 縦方向

I:--=･-二二二 二

横方向

竹の茎が地面から突き出たり､ 岩石噂の畔解物または他蝕の ある日､ 大桐が降った｡ 穴に照は った水だけは､
軟弱の部分が原因で､ 特定の部分に牛の脚かけ位班が兆 rPL､ 流れることでできず､ 人は灸らかく11リれ易くなって
穴がF糾 ､た｡ それがきっかけとなって､ 脚跡の位他が揃い州 いく｡ そこに､ 71,'1物を徹せた牛が脚を入れるわけだ

め､ 迦縦的に地面に穴が開き始める. から､ たまったt)のではない｡ 益々. ン(は大きく
深くなっていく.

③ 縦方向

牛や人が通るにつれて､地面は徐々に硬化
していった｡

補修土 Ⅰ

-■ m rl-J lr… - l

通を管理する役を仰せつかったJiが､

人をして土をかぶせて補修工郡を行った｡

⑨ 繊方向

i -1=;:.=ilr

補修工碑の命令が出たときには､ かなり)I(は深く

なっており､ 一回の土入れでは州に令わない｡
工lli主任は､ 何回かに分けてLjY圧を加えながら上

の充填を行い､ 穴を埋めた｡

淑卑田を通って物資を運ぶ人 (イメージ図)

⑦ 縦方向
しかし､ 元々が地山に比べれば弱いわけで,

多少位位がずれて穴がまたt)FAlL､ていく｡

⑩ 縦方向

硬化層
-七-一 十 十

...｣

中火細分にはへこみが放るため､ 士を父に追加し
穴部分のhli助を(:;的として､ 放後に士を上から被

せ. Ljl圧をJmえた｡

第111図 湯牟田遺跡における波板状凹凸面形成過程説明図

⑧縦方向
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だんだん､ 深くなっていくが､ 今回はなかなか榔修工邸

の命令が出ない｡ どんどん疎くなっていく｡

⑪ 縦方向

硬化層
Jq1-i_:_I;号 ‥~~~
残念ながら､ またもや穴がl伽 ＼ていき､ 祁修するか､

廃棄するか思案するはめになる̀



A l･SG2

ピット番号 イ ウ ｣…

I 22 4 62

2 16 10 66

3 18 16 68

4 18 72

5 18 16 68

6 12 ll 78

7 18 ll 53

8 20 14 60

9 17 18 68

10 16 15 74

ll 13 8 64

12 14 6 62

13 24 8 67

14 26 12

15

16 12 12 74

17 lO lO 57

平均 17.1 ll.4 66.2

ピット番号 イ ウ コニ

1 15 4 68

2 20 5 58

3 14 4 64

4 ll 4,5

5 ll 4.5 64

6 16 3 62

7 12 2.5 65

8 15 2 65

9 14 5 66

10 18 5 67

ll 16 2,5 64

12 16 5 65

13 14 3.5

14 15 6,5 68

15 15 5 60

16 13 4

17 14 6,5 64

18 19 10 66

19 18 12 68

20 ll 3.5 57

21 15 4

22 27 7ー5

23 14 ll

ピット番号 ア イ ウ ∴L カ

1 57 13 24 64 W

2 56 15 29 67 h1

3 49 19 25 66 E

4 59 20 27 68 W

5 55 17 27 65 E

6 54 25 26 74 h1

7 47 12 25 64 u

8 38 17 20 65 h1

9 41 19 25 69 E

10 50 18 21 67 E

ll 47 13 21 61 W

12 37,5 25 20 W

13 12 63,5 M

14 48 22 17 65.5 W

15 40 19 22 67.5 M

16 23 64.5 W

17 40 15 16 M

18 41 15 17 65,5 M

19 15 65.5 W

20 33 13 12 61,5 W

21 37 24 15 h1

22 30 13 10 70 E

23 30 12 ll 63 M

24 19.5 12 7 63.5 h1

25 27 12 8 65,5 M

26 27 ll 6 M27

28 29 12 8 56 M

29 32 20 5 E

平均 41,0 16.5 17,8 65,3

ビット番 ア イ ウ ｣… カ

1 3∠1 12 4 63 ht

2 38 13 4 67 ht

3 41 14 6 67 W

4 3∠1 8 4 67 W
5 34 12 3 lt

6 31 10 2 59 lt

7 25 ll 2 70 E

8 30 17 4 W

9 30 9 4 68 E

10 25 14 2 W

ll 21 ll 2 49 W
12 24 12 3 62 E

13 38 18 4 72 E

14 34 ll 2 62 W

15 32 14 2 59 W

16 35 17 2 68 W

17 30 13 4 63 E

18 32 10 4 57 E

19 38 16 6 66 ht

20 32 12 6 64 E

21 3∠1 20 4 E

22 28 10 4 6() E

23 34 16 3 60 lt

2∠1 38 15 5 70 ht

25 38 14 6 63 lt

26 38 12 4 W

平均 32.6 13.1 3.7 63.6

ピット番号 ア イ ウ ∴L カ

1 24 16 9 69 W

2 30 18 7 M

3 28 16 5 67 M

4 41 16 10 64 M

5 36 16 10 67 W
6 34 19 ll 69 W

7 38 17 10 60 lt

8 34 19 7 M

sGl～SG5の平均値の比較

ピット番号 イ ウ _コ二

A1区SG2 17.I ll.4 66.2

A 1区SG3 15.3 5.2 64.2

A2区SG3 13.1 3.7 63.6

A1区SG4 17.1 8.6 66

A 1区SG5 16.5 17.8 65.3

給平均値 15.8 9.3 65.I

牛歩行実験による足跡

足跡番号 エ

1 76

2 70

3 70

Ll 70

5 88

6 82

7 72

886

9 72

10 82

ll 72

第5表 道路状遺構に伴 う波板状凹凸面計測表
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ア ピッ トの間口の軸方向の長 さ (cm)

イ ピッ トの基底部の軸方向の長 さ (cm)

ウ ピッ トの深 さ (cm)

エ ピッ トの間の心々距離 (cm)

カ ピッ ト最深部の位置

W -酉 M-中央 E-東

* 空欄は計測できなかったことを表す｡
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第112図 道路状遺構に伴う波板状凹凸面計測値ヒス トグラム

- 106-



0

o

~∴
0 40cm

第113図 牛の足跡実測図 (S- 1/10)
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第114図 Al区SG5波板状凹凸面ピット (No.3)実測図 (S- 1/10)
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第115図 牛歩行跡実測図 (S- 1/80)



P2

⊆⊇⊆⊆岩≡:≡
牛進行方向

C)牛歩行

第116図 Al区道路状遺構に伴う波板状凹凸面縦断面見取図 (S-1/4) ｡

b

第117匿I Al区道路状遺構に伴う波板状凹凸面積断面集約図 (S-l/40,S- 1/loo)



遺 跡 近 景



Al区近景

A2区近景
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Al区遺構検出状況 (北より)

PE _.- 1

Al区北部完掘状況 (東より)

Al区南部完掘状況 (東より)

Al区北部完掘状況 (西より)

Al区最北部完掘状況 (東より)

Al区最北部完掘状況 (西より)
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A2区遺構検出状況 (北より)

A2区北部完掘状況 (西より)

A2区南部完掘状況 (東より)

A2区SG9,SGIO完掘状況 (西より)

A2区北部完掘状況 (東より)

B区遺構検出状況 (西より)
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B区傑群検出状況

C区SGll検出状況 (南東より)

C区西部完掘状況 (東より)

C区遺構検出状況 (東より)

C区西部完掘状況 (南東より)

C区西部完掘状況 (西より)
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A l区最北部調査途中状況 (東より)

A l区SG2,SG3､側溝切合状況 (南より)

A l区SG l ･2完掘状況 (西より)

A l区SG2､SG3､側溝切合状況 (南東より)

A l区SG2路面半裁状況 (西より)

Al区SG5･7､SGl･2･3･4､SG8完掘状況 (酉より)

A l区SG2完掘状況 (東より)

A l区SG3,SG4､側溝切合状況 (南東より)
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Al区SG5 (ベルト3-ベルト4)路面半裁状況 (東より) Al区SG5 (ベルト2-ベルト3)路面半裁状況 (東より)

Al区SG5(ベルト1-ベルト2)路面半裁状況 (東より) A l区SG5 (東壁～ベル ト1)路面半裁状況 (東より)

I

A l区SG5ビット1半裁状況 (北より)

A l区SG5ビット3半裁状況 (北より)

A l区SG5ビット2半裁状況 (北より)
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A l区SG5ビット4半裁状況 (北より)



Al区SG5ビット6半裁状況 (北より)

Al区SG5ビット9半裁状況 (北より)

Al区SG5ビット11半裁状況 (北より)

Al区SG5ビット17半裁状況 (北より)

Al区SG5ビット10半裁状況より (北より)

Al区SG5ビット14半裁状況 (北より)

Al区SG5ビット20半裁状況 (北より)
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Al区西壁付近SG5･7切 り合い状況 (北より)

Al区SG5波板状凸凹面完掘状況 (西より)

Al区SG5東部波板状凸凹面完掘状況 (東より)

Al区SG5東部波板状凸凹面完掘状況 (東より)

Al区SG5波板状凸凹面完掘状況 (東より)

Al区SG5中央付近波板状凸凹面完掘状況 (東より)

Al区SG5ビット3完掘状況 (東より)

雨後Al区SG5波板状凸凹面冠水状況 (西より)
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Al区SG6完掘状況 (東より)

Al区SG6完掘状況 (東より)

Al区SG9完掘状況 (東より)

A2区SG3検出状況 (西より)

Al区SG8完掘状況 (東より)

Al区SG8完掘状況 (西より)

Al区SG9完掘状況 (西より)

A2区SG3東部検出状況 (西より)
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A2区SG5 ･7半裁状況 (西より)

A2区SG5･7東部半裁状況 (南より)

A2区SG8完掘状況 (西より)

A2SG5･7完掘状況 (西より)

A2SG5 ･7東部半裁状況 (西より)

A2区SG9､10完掘状況 (東より)
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C区SGll西部路面状況 (東より)

C区SG13-16遺物出土状況 (南西より)

C区SG13-16調査途中状況 (南より)

C区SGll西部路面状況 (南東より)

C区SGll西部路面状況 (東より)

C区SG13-16遺構検出状況 (東より)

C区SG13-16調査途中状況 (南より)
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B区SG12検出状況 (南東より)

Al区西壁南側土層図 (東より)

Al区ベル ト5南側土層図 (東より)

Al区ベル ト4南側土層図 (東より)

B区SG12完掘状況 (南東より)

Al区西壁北側土層図 (東より)

Al区ベル ト5北側土層図 (東より)

Al区ベル ト4北側土層図 (東より)
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Al区ベル ト3南側土層図 (東より)

Al区ベル ト2南側土層図 (東より)

Al区ベル ト1南側土層図 (東より)

Al区東壁南側土層図 (西より)

Al区ベル ト3北側土層図 (東より)

Al区ベル ト2北側土層図 (東より)

Al区ベル ト1北側土層図 (東より)

Al区東壁北側土層図 (西より)

- 122-



Al区SG6西壁土層図 (東より)

Al区SG9南側側溝東壁土層図 (東より)

A2区SG5 ･7西壁土層図 (東より)

A2区SG5 .7西壁土層図 (東より)

Al区SG9南側側溝西壁土層図 (西より)

A2区SG6西壁土層図 (西より)

A2区SG5･7東壁土層図 (西より)

A2区SG5･7東壁土層図 (西より)
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A2区SG8路面残存状況 (東より)

A2区SG9南側側溝西壁土層図 (東より)

A2区SG9路面西壁残存状況 (東より)

A2区SGIO西壁土層図 (東より)

A2区SG8路面西壁残存状況 (東より)

A2区SG9南側側溝東壁土層図 (西より)

E.て･､ さ▲ ･■ I-u 〟+＼

A2区SG6東壁土層図 (西より)

A2区SGIO東壁土層図 (西より)
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A2区ベル ト1土層図 (西より)

A2区ベル ト3土層図 (西より)

C区南壁土層図 (北より)

Al区東西方向土層観察用ベル ト図 (南より)

A2ベル ト2土層図 (西より)

二二･エJ･:-713

B区ベル ト土層図 (南東より)

C区北壁土層図 (北より)

B区南壁土層断面図 (北より)
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